
2003 年(
平成15年)
6/10 あだち広報
第1373 号

● 発行/ 足立区　● 編集/ 広報課
〒120- 8510　足立区中央本町1- 17- 1

3880- 5111 ( 代)

FAX3880- 5610( 広報課)
ht t p: / / www. c i t y. adachi . t okyo. j p/

あ だち広 報は毎 月10 日・25日、

ズームアップは 奇数月1 日 発行

生
かします

!

あ なたの声
- 区民の声で輝くあだち-

区政に関する皆さんのご意見、ご
要望を「区民の声」で伺っています。
寄せられた「声」には区長が直接目

を通し、速やかに対応するなど、区
政に反映させていきます。

区
民
の
声

声
の
内
容
は
様
々
で
す
。「
足
立
K
の
歴
史

を
枚
え
て
欲
し
い
≒
「
9
9一世
紀
を
に
ら
ん
だ

ま
ち
づ
く
り
を
」、
「
保
育
園
に
入
れ
な
い
で

家
庭
保
育
を
し
て
い
る
世
帯
に
援
助
を
」
な

ど
、
ま
さ
に
区
政
全
般
に
関
す
る
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
(
表
I
)
。
寄
せ
ら
れ
た
『
声
』

に
つ
い
て
は
、
担
当
部
署
が
調
査
を
し
、
迅

速
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

表1　 寄せら れた主な 「区民の声 」寄
せ
ら
れ
た「
声
」
の
件
数
と
内
容

1
4年
度
に
は
'
n
-
S
件
の
「
声
」
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。寄
せ
ら
れ
た
方
法
の
割
合
は
。

「
区
長
へ
の
メ
ー
ル
」(
Eメ
ー
ル
)
が
參
数

弱
で
、
次
に
広
聴
は
が
き
が
約
1
7
%
、
電
話

が
約
1
3
%と
続
き
ま
し
た
。
E
メ
ー
ル
で
の

件
数
は
、
開
設
さ
れ
た
1
9一年
か
ら
急
激
に
増

え
続
け
、
そ
れ
ま
で
少
な
か
っ
た
匐
代
、
4
0

代
の
皆
さ
ん
の

「声
」
も
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

お

寄

せ

く

だ

さ

い

「

区

民

の

声

」

▽
広
聴
は
が
き

反
丙
茖
廊
″一
に
あ
り
ま
す
)

▽
フ
ァ
ク
ス
(
3

叭
8
0
)
5
6
7
8

▽
―

長
へ
の
メ
亅
ル
ト

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
T

ド
な
や
Λ
れ
ま
4

▽
メ
ー
ル
ア
卞
ル
ス

水

牛

九
&
l
y
i
l
l

喘

影
F

※
回
答
を
し
ま
t

の
。で
、
氏
鳬

住
所
ヽ

連
絡
先
を
お
知
ら
せ
ぐ
だ
ぎ
。い{
'

14年 度
「区民の声」内容

対応結果

「 区 民 の 声 」 に 関 す る お 問 合 せ は

区
民 の

声 担 当　 　3880- 5839

「
声
」の
流
れ

-
西
綾
瀬
在
住
　福
士
智
美
さ
ん
の
場
合
-

〈 区 民 〉
①要望・苦情など
西綾薫三丁目 児童遷● に遊具が

な< 、砂場も汚れている。もっと、
子どもが楽し むことのできる公●
にし て欲しし丶。( 14年5 月)

〈 区 長 〉

区 民の声担 当

②
指

示

担 当 課
公 園緑地課
東部公園管理事務所

③回答砂 場にさ く を つ け る

遊具 の種類を 検討中

④
回
答
を
報
告

⑤
実
現

児童遊● の砂増にさくを
つける。遊具は済り台を設
置( 14 年7 月)

「声」を 寄 せて から冫 すぐ の対
盾でした。ま わり の縁も 整働され、
見違 える ほと き れい になり まし ム

た。 自分の 「戸 」が生カさ れてか=、
ら、 以攤よりも 多< の子ぐち なち'
がこ こを利用 するようになり、う
れし いです。

■■■ ■ T: 。:し9 では毎日こ の児輿道■ で 子ど
もと 姦し< 濳ん でいます●・ ・E

。

‥ - ヶ( 檣士鶴美さ ん)▲ 元気いっぱい遊べるね!

今号の
主な内容

2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
住
基
ネ
ッ
ト
/
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

4
・
S
圖
▽
あ
だ
ち
区
民
環
境
フ
ェ
ア
2
0
0
3
/
日
暮
里
・

舎
人
線

6
・
7
圖
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
て
る
丸
く
ん

通
信
/
掲
示
板

8
圜
▽
▽
▽
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
等
丿
決
委
員
会
/
「
新
型
肺

炎
」S
A
R
S
/

ス
ケ
い
チ
あ
だ
ち

足
立
区
議
・
区
長
選
挙
結
果
(
5
月
18

日
投
票
)

◆
足
立
区
議
会
議
員
選
挙
結
果

足立区議会議員 選挙結果( 得票数順・定数50)
◆
足
立
区
長
選
挙
結
果

鈴
木
つ
ね
と
し
(
無
)
・・・
1
4万
6
千
莇
票

吉
田
万
三
(
無
)
…
…
…
8
万
l
f
翻
票

問
先
a
選
挙
管
理
委
鼠
会

　
(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

足
立
区
議
会
議
長
・
副
議
長
決
ま
る

5
月
3
0日
に
足
立
区
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
、
議
長
に
鹿
浜
清

議
員
(
足
立
区
議
会
自
由
民
主
党
)
、
副
議
畏
に
忍
足
和
雄
議
員

(足
立
区
議
会
公
明
党
)
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

鹿浜清議長

忍足和雄副議長

区の木…さくら / 区の花…チューリップ
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先 着順
とある ものは
6月11 日

から受け 付け

2・3面 で問い合 わせ先の電話

番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡
例

◆ 申込・・・申し込み方法

◆ 期限・・・申し 込み期限

申し込み先 ・問い合わせ先

◆ 費用の記載のないものは無料

( 福)

医
療
証
の
ご
案
内

7
月
は
秘
医
療
鉦
の
更
新
月
で

す
。
現
代
@
医
療
助
成
制
度
を
受

け
て
い
る
方
で
、
7
月
1
日
以
降
も

該
当
す
る
方
に
は
、
6
月
末
に
新
し

い
医
療
証
を
郵
送
し
ま
す
。
1
4年
中

の
所
得
が
幕
準
(
表
1
)
を
邨
入
て

該
当
し
な
く
な
っ
た
方
に
も
、
消
滅

通
知
を
送
付
し
ま
す
。
郵
送
さ
れ
な

い
な
ど
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
象
=
昭
和
1
1年
6

月
匐
凵
ま
で
に
生
ま
れ
た
匈
受
給

考
で
。
所
得
が
基
準
額
(
友
1
)
以

内
の
方

※
社
会
保
喚
の
被
保
険
者

本
人
、
老
人
保
健
受
給
者
は
対
象
外

で
す

問
先
=
高
齢
医
療
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

表1　( 福)医 療所得基準表

( 7 月1日から適用)

※ 14年中の所得です
豪扶算人数が1人墫 すごとに碁
凖貘が38万円加算されます

● 税の所痔貘の計算と多少買な
ります

節
目
健
康
診
査

K
で
は
匐
鎭
、
S
歳
、
6
0歳
に
な

る
方
を
対
象
に
、
基
本
健
康
診
査
・

各
禰
が
ん
検
診
・
齒
周
病
健
診
な
ど

を
ま
と
め
て
行
う
節
日
健
康
診
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、

年
4
回
に
わ
け
て
お
知
ら
せ
と
申
込

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
―

昭
和
1
8年
、
2
8年
、
3
8年
の
そ
れ
ぞ

れ
7
月
H
日
か
ら
1
0月
H
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

※
6
月
1
7日
ご
ろ
に

送
付
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
届
か
な

い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
1
0月
1
2日
以
降
の
誕
生
日
の

方
は
9
月
に
発
送
し
ま
す

申
込
=

同
封
の
申
込
ハ
ガ
キ
を
投
か
ん

期

限
=
7
月
1
8日
消
印
有
効

問
先
=

成
人
保
健
係(

3
8
8
0
)
5
1
2
1

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
の
保
険
診
療

に
よ
る
疾
療
費
の
自
己
負
担
分
の

。

郎
を
助
成
し
ま
す
。
該
当
す
る
方
は

申
謫
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
=
K

内
に
住
所
が
あ
り
、
国
保
や
社
会
保

険
な
ど
の
医
療
保
険
の
加
入
者
で
、

次
に
あ
て
は
ま
る
児
竜
(
1
8歳
に
な

っ
た
年
の
年
度
末
ま
で
。
匐
歳
未
満

で
中
程
度
以
L
の
障
宵
の
あ
る
兜
童

を
含
む
)
と
、
そ
の
児
竜
を
養
育
し

て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
・
:父
母

が
離
婚
/
父
ま
た
は
母
が
死
亡
ま
た

は
重
度
の
陣
害
が
あ
る
/
法
令
に
よ

り
1
年
以
E
拘
禁
さ
れ
て
い
る
/
婚

朋
に
よ
ら
ず
生
ま
れ
た
児
童

※
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
活

保
護
受
給
者
、
児
童
福
祉
施
設
入
所

者
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

申
・
問

先
n
家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

「
あ
だ
ち
・
ほ
っ
と
ほ
ー
む
」

事
業
の
ご
案
内

保
護
者
が
仕
事
や
病
気
な
ど
の
事

情
で
、

畤
的
に
夜
間
の
お
f
さ
ん

の
養
育
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
、
K

で
登
録
し
た
地
城
の
協
力
家
庭
が
お

'
r
さ
ん
を
隕
か
り
、
自
宅
や
協
力
案

庭
宅
で
、
食
事
や
身
の
回
り
の
黔
話

な
ど
、
養
育
支
援
を
行
い
ま
す
。
対

象
=
I
歳
6
ヵ
月～
1
9
一
巌
(
小
学
生
)

で
、
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
が

支
援
を
必
要
と
判
断
し
た
'
rど
も

時
閥
=
午
後
5
時
～
1
0時

費
用
H

▽
生
活
保
壥
世
帯
・
:沺
円

▽
児
嫩

扶
養
手
肖
ま
た
は
児
噺
膏
成
不
当
受

給
世
帯
・
非
課
税
蹶
帯
・
:
f円

▽

そ
の
他
の
…
&伶
…
2
千
円

申
・
問

先
=
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
あ
し
す
と
」か
ら
の
お
知
ら
せ

□
中
途
視
覚
陣
害
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
7
月
8
日
吻
・
1
0日
附
・
H

日
宙
、
い
ず
れ
も
午
後
―
畤
～
4
畤

対
象
=
中
途
視
覚
障
舎
者
で
、
新
規

に
障
害
者
手
帳
を
取
得
し
た
セ
ミ
ナ

ー
未
受
講
の
方
(
付
き
添
い
・
宋
族
・

関
係
者
の
参
加
可
)

内
容
=
都
・
心

身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を

得
た
溝
習
会
(
誘
導
・
歩
行
・
自
杖

に
つ
い
て
/
福
祉
川
只
に
つ
い
て
/

愉
報
交
換
会
)

定
員
=
1
0人
程
度

(
抽
選
)

期
限
=
6
月
2
3日

□
薦
次
脳
機
能
陣
害
講
演
会

け
が
や
病
気
な
ど
で
脳
に
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
る
と
、
言
語
や
記
憶
・
感

情
な
ど
の
障
害
が
み
ら
れ
ま
す
。
外

H
`
か
ら
は
わ
か
り
に
く
く
、
本
人
や

家
族
の
負
川
が
大
き
い
こ
と
が
特
徴

で
す
。
日
時
=
6
月
2
9
日
鯛
午
後

l
畤
s
分
～
4
畤
内
容
=
「
高
次

脳
機
能
障
害
の
診
断
と
症
状
」
…
安

郎
裕
之
氏
(
内
新
井
病
院
脳
神
経
外

科
医
師
)

「
高
次
脳
機
能
障
害
を
体

験
し
て
」…
さ
く
ら
会
(
家
族
の
会
)

定
員
U
同
人
(
先
着
順
)

-
-
い
ず
れ
も
L
L

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
自

立
生
活
支
扱
室(

5
6
8
1
)
0
1
3
2

呼
吸
器
病
教
室
(
音
楽
療
法
)

日
時
=
6
月
9
日
吻
、午
後
2
時
～

4
畤

場
所
n
K
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
ぜ
ん
息
を
治
療
中
の
方
と
そ

の
家
族

内
容
―
ぜ
ん
息
発
作
を
楽

に
す
る
腹
式
呼
吸
に
つ
い
て
、
歌
を

歌
い
な
が
ら
学
び
ま
す

講
師
=
山

崎
浩
氏
(
声
喪
家
)

定
員
=
鴎
人

(先
着
噸
)

申
込
=
電
話

申
・
問

先
=
公
害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

家
族
の
た
め
の
「高
齢

者
痴
ほ
う
講
演
会
」

日
時
=
6
月
割
日
吻
、午
前
1
0
時
丿

分
～
正
4
*
-
対
象
=
痴
ほ
う
の
人
の

家
族
お
よ
び
関
係
者

内
容
―
痴
ほ

う
の
人
に
対
す
る
介
護

講
師
=
西

島
久
雄
氏
(
大
内
病
院
医
師
)

定
員
=

加
人
(
先
着
順
)

申
込
Ⅱ
電
話

場
・
申
・
問
先
n
江
北
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

が
ん
予
防
講
演
会

日
時
1
6
月
2
1
日
山
、午
後
1
時
～

2
時
洳
分

場
所
=
竹
の
塚
地
域
学

習
セ
ン
タ
ー

内
容
=
胃
が
ん
最
近

の
話
題

講
師
=
足
■
y保
健
所
医
師

申
・
岡
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
地
城
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ

ヒ
ト
リ
を
退
治
し
よ
う

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
毎
年
6

月
と
8
月
に
発
生
し
、
樹
木
に
被

害
を
も
た
ら
す
害
虫
で
す
。
6
月
に

完
全
に
退
治
を
す
れ
ば
、
8
月
に
は

ほ
と
ん
ど
発
生
し
ま
せ
ん
。
日
rめ
に

防
除
し
ま
し
ょ
う
。

・□
巣
の
見
つ
け
方

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
葉
の

裏
側
に
毛
虫
が
群
が
っ
て
槊
を
つ
く

り
ま
す
。
始
め
は
槊
の
表
皮
だ
け
を

残
し
て
食
ぺ
る
の
で
、
巣
が
透
け
て

見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
槊
の
う

ち
に
駆
除
す
る
の
が
最
も
効
果
的
で

す
。
好
ん
で
卵
を
産
み
付
け
る
プ
ラ

タ
ナ
ス
ー
サ
ク
ラ
・
カ
キ

ー
ヤ
ナ
ギ

な
ど
に
つ
い
て
は
、
注
意
し
て
柴
の

裏
の
状
態
を
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。

□
巣
を
取
り
除
く
に
は

愼
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の
枝
債
を

切
っ
て
、
す
ぐ
に
廃
棄
し
て
く
だ
さ

い
。
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
。

斉
に
発
生
す
る
た
め
、
駆
除
も
地
岐

で
一
斉
に
行
う
こ
と
が
効
果
的
で

す
。
各
家
庭
の
樹
木
(
庭
木
)
に
つ

い
て
は
、
所
行
者
に
駆
除
の
責
任
が

あ
り
ま
す
。
高
さ
が
5
m
以
上
あ
る

樹
木
や
所
有
者
不
明
の
樹
木
な
ど
、

駆
除
が
困
難
な
場
合
に
は
、
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
地
城
で
駆
除
す
る
方
の
た

め
に
、
各
ほ
民
1
務
所
に
動
力
噴
霧

機
を
配
備
し
、
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
学
校
・
公
園
・
街
路
樹
は
、
&

管
理
青
が
駆
除
し
て
い
ま
す
。

問
先
=
生
活
衛
生
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
1

狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
み
で
す
か

今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
て
い
な
い
犬
の
飼
い
主
の
方
は
、
6

月
中
に
お
近
く
の
動
物
病
院
な
ど

で
必
ず
受
け
、
注
射
済
奈
の
交
付
を

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
犬
を
飼
っ
て

い
て
、ま
だ
9
緑
し
て
い
な
い
方
は
、

保
健
所
・
各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
・

各
K
民
事
務
所
で
登
録
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
散
歩
中
に
犬
を
放
し
飼
い

に
す
る
方
が
多
い
と
苦
愉
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
犬
を
鎖
か
ら
放
さ
な

い
よ
う
L
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
問
先
=
生
活
衛
生
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
1

犬の フ ンも、ね!

足立区まちをきれいにする条例
問先= 地域活動支援係 　3880- 5856

区
役
所
へ
は
電
車
や

バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

6
月
・
7
月
は
、
駐
呶
場
が
特
に

混
雑
し
ま
す
。
来
庁
の
際
に
は
、
電

収
(
東
武
線
梅
島
駅
・
五
反
野
駅
)
、バ

ス
(
都
バ
ス
ーコ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
バ
ス
)

な
ど
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
庁
介
管
理
課
業
務
係

(
3
8
8
0
)
5
8
2
6

7
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
～
緑
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
～

□
祿
化
指
導
が
変
わ
り
ま
す

敷
地
而
積
釖
㎡
以
上
の
土
地
に
建

築
物
の
新
築
・
増
築
・
改
築
を
行
う

場
合
。
緑
化
桁
導
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
あ
だ
ち
広
報
1
月
2
5
H兮
で
お

知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
7
月
か
ら
こ

の
緑
化
指
導
の
対
象
が
区
内
全
城
と

な
り
、
指
導
内
容
お
よ
び
手
続
き
の

方
法
が
変
わ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
K

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
担
当
窓

口
で
配
布
中
の
新
し
い
「
緑
化
計
両

の
F
引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
接
遭
郎
緑
化
助
成
を
拡
充
し
ま
す
　

景
観
、
防
災
。
環
境
に
配
慮
し
た

緑
`
w
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
道
路
に
接
し
た
箇
所
で
の
緑
化
E
I

を
行
う
方
に
対
し
、
£
參
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
7
月
か

ら
、こ
の
助
成
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

対
一
=

▽
「
生
埴
」『
航
込
地
』「
フ

ェ
ン
ス
等
緑
化
」
の
設
置
工
事
…
幅

員
4
m
以
E
の
道
路
と
接
し
、
擯
道

郎
延
長
が
l
m
以
L
の
も
の

※
工

事
費
は
客
土
・
支
柱
・
樹
木
な
ど
の

材
料
費
お
よ
び
施
1
:費
と
し
、
土
留

め
や
フ
ェ
ン
ス
に
か
か
る
費
用
は
含

み
ま
せ
ん

▽
堺
の
撤
去
E
事
…
接

遊
郎
紬
化
に
関
わ
る
範
闘
の
も
の

※
工
事
費
は
施
工
費
お
よ
び
廃
材
処

分
費
と
な
り
ま
す

4一
対
象
工
事
の
助
成
内
容

▽
助
成
の
要
件

①
生
垣
樹
木
の
高
さ
口
m
以
上
で

蘖
が
触
れ
合
う
程
度
に
列
植
し
、原

則
と
し
て
樹
木
の
中
心
線
が
道
路
境

界
か
ら
U
m
以
ヒ
離
れ
て
い
る
こ
と

②
植
込
地
高
さ
U
m
以
E
の
樹
木

を
葉
が
触
れ
合
う
程
度
に
植
栽
す
る

こ
と
。ま
た
は
、樹
木
で
柚
込
地
面

禎
の
2
分
の
I
以
上
、そ
の
他
を
ツ

ル
植
物
、地
核
柚
物
な
ど
で
覆
い
植

栽
す
る
こ
と
※
い
ず
れ
も
、柚
込

地
の
奥
行
き
が
U
m
以
E
あ
る
こ
と

③
フ
ェ
ン
ス
等
緑
化
木
本
性
ツ
ル

柚
物
を
、フ
ェ
ン
ス
が
繊
葉
に
檀
わ

れ
る
(
4
～
5
本
/
l
m
標
準
)
程

度
に
柚
栽
す
る
こ
と

④
塀
の
撤
去

接
退
部
緑
化
の
設
置

に
支
障
と
な
る
範
囲
の
ブ
ロ
ッ
ク
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ーレ
ン
ガ
な
ど
の
塀

を
撤
去
す
る
こ
と
。
ま
た
は
、
塀
の

撤
去
に
よ
り
既
存
の
敷
地
内
緑
化
が

接
退
郎
緑
化
の
条
件
を
満
た
す
こ
と

▽
助
成
交
付
金
額

一
体
と
認
め
ら

れ
る
敷
地
に
対
し
て
合
計
S
万
円
を

限
度
額
と
し
、
表
2
の
金
額
(
満
た

な
い
場
合
は
工
事
費
実
費
)
を
助
成

し
ま
す

▽
交
付
の
手
続
き

必
ず
工
事
着
f

前
に
交
付
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。
そ
の
他
、
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い

I

い
ず
れ
も
ト
ト

問
先
=
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
係

表2　助成交付金額
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出
前
講
座
「
食
品
衛
生
情
報
」

対
象
=
区
内
在
住
で
5
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ

内
容
=
食
中
毒
予
防
や
食

品
の
表
示
な
ど

※
開
催
場
所
は
グ

ル
ー
プ
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
食
品
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
3

戦
没
者
の
遺
族
の
方
へ

厚
生
労
働
省
主
催
の
跖
年
度
慰
霊

巡
押
(
墓
参
)
は
、
ロ
シ
ア

。
中
国

(東
北
地
K
)
、モ
ン
ゴ
ル
、フ
ィ
リ

ピ
ン
、
マ
ー
シ
ヤ
ル

ーギ
ル
バ
ー
ト

諸
島
、
北
ボ
ル
ネ
オ
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
硫
黄
島
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
域
、
時
期
、
参
加
資
格
な
ど
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=

民
生
係

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

保
育
講
習
会

日
時
u
6
月
2
4
日
㈹
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
畤

対
象
o
K
内
在
住
で
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ボ
L
卜
提
供
会
員

登
録
を
希
望
す
る
方
ま
た
は
保
育
に

関
心
の
あ
る
方
内
容
=
'
r
ど
も
の

心
と
体
の
発
達
/
f
育
て
サ
ポ
ー
タ

ー
と
し
て
な
ど
講
師
=
渋
谷
武
f

氏
(
I
・
S
キ
ャ
リ
ア
開
発
研
究
所

臨
床
心
理
士
)
定
員
=
5
0
人
(
先
着

順
)
申
込
=
電
話
期
限
=
6
月

泗
一
日
※
講
習
縵
ご
t
育
て
を
支
援

す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
提
供

会
員
に
登
録
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す

く
ゎ
し
く
は
、
お
悶
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

場
・
申
先
=
あ
い
あ
い

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

問
先
=
あ
い

あ
い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

'
r育
て
推
進
係(

3
8
8
0
)
5
2
6
6

大
気
汚
染
に
よ
る
健

康
障
害
者
の
方
へ

1
月
よ
り
、
医
療
費
助
成
の
申
請
f

続
き
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
い
申
請
川
紙
も
変
更
し
て
い
ま

す
の
で
、
以
前
の
川
紙
を
お
持
ち
の

方
は
'

前
に
必
ず
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

問
先
=
公
害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

心
身
障
害
者
福
祉
乎
当
(
区
制
度
)
・

難
病
患
者
福
祉
手
当
の
ご
案
内

心
身
障
宵
者
に
つ
い
て
は
表
5
、

難
病
患
者
に
つ
い
て
は
表
6
に
該
当

し
、
未
巾
甜
の
方
は
、
1
続
き
が
で

き
ま
す

対
象
9
▽
年
齢
…
匐
歳

以
上
部
畿
未
満

※
足
立
K
高
齢
者

騙
祉
手
当
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置

の
対
象
者
は
お
早
め
に
f
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い

▽
所
得
制
限
…
表
3
　

申
・
問
先
=
障
害
給
付
係
ま
た
は

各
福
祉
事
務
所
(
表
4
)

表3　 区福祉手当所得基準表

※ 税の所得額の計算と多少
異なります

表5　 心身障害者福祉手当対象等

※ 施設入所者/ 児童育成手当( 障害手当) 受給者/ 難病患者福
祉手当受給者の方は該当になりません

表4　 福祉事務所一覧

表6　 難病患者福祉手当対象疾病等

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題
( 2)

現
在
、
東
京
に
お
い
て
同
和
問
閣

は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
H
年
に
行
わ
れ
た
『
人

権
に
閠
す
る
世
論
髑
査
』
(束
京
都
政

策
報
道
室
実
施
)
に
よ
る
と
、「
同
和

問
閣
が
存
在
す
る
か
」
の
問
い
に
対

し
て
「
存
在
す
る
と
思
う
」
と
答
え

た
人
は
、
5
1・
2
%
と
「
女
性
の
問

題
」
の
8
2・
9
%

、
「
こ
ど
も
の
問

題
」
の
8
7・
2
%

、
「
障
害
者
の
問

題
」
の
屬
・
3
%
な
ど
他
の
人
権
問

閣
に
比
べ
る
と
低
い
割
合
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、「
わ
か
ら
な
い
」と

回
答
し
た
人
は
匐
・
3
%
で
、
他
の

人
槽
課
聴
が
1
0
%未
満
で
あ
る
の
に

対
し
て
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
同
和
地
K
出
身
者
に
対
す
る
蛾

度
」
や
『
同
和
地
K
出
身
古
と
の
結

婚
に
対
す
る
態
度
』
な
ど
の
般
問
に

対
し
て
は
、
5
年
に
政
府
が
行
っ
た

全
国
調
査
「
同
和
地
K
実
鰻
等
把
握

調
査
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
岡
に

対
し
て
明
確
な
態
度
表
明
が
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
都
の
調
査
で
は

『節
度
保
留
』
と
も
と
れ
る
「
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
回
答
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

同
和
問
閣
に
つ
い
て
「
わ
か
ら
な

い
」
と
い
う
状
態
で
あ
る
こ
と
は
。

「
同
和
問
題
に
対
し
て
先
入
観
が
な

い
」
と
同
時
に
、
闘
和
岡
題
に
直
面

し
た
と
き
に
、
周
囲
の
日
や
風
聞
、

う
わ
さ
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
価

値
判
断
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
恐
れ

も
あ
り
ま
す
。
差
別
は
y
r断
や
思
い

込
み
、
固
定
観
念
か
ら
起
こ
る
こ
と

が
多
い
こ
と
か
ら
、
同
和
岡
題
の
事

実
や
社
会
的
な
背
鯱
を
知
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
差

別
岡
題
に
関
心
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、総
務
課
人
権
・

同
和
係
へ

第25 回あだちの花火
□ 掖 空に輝く10, 000 発の花火
今年は、江戸開府400年・足立区観

光協会剛立50周年記念大会ですお
楽しみください日時=7月24H
c甎午後7畤15分～8*$45分( 打
上開始は、7畤30分) ※ 荒天の場
合は251に順延場所=荒川河川
敷( 千住新橋～西新井横間)

・ 厘形船での観覧には事前に乗船人

数などの届け出が 必要です
屋 形船 の船 主または 関係 者の方

は、噺定の申込用紙で申し 込んでく
だ さい 協賛金襴一▽ 30m 未満… 20, 000

円 ▽ 30m 以 上… 30, 000
円 ※ 船の 大きさにより 異なります
期限=7 月11 日 必着 ※ プレ ジ ャ
ーボート での観覧は 禁止です

ー いずれも一

申・問先= 観光協 会事務局( 経済観

光畷内) 　3880 ・5853

精神保健家族講演会
精神障害を抱える方 の家 族を対 象とし た講 演会を開 催し ます。

精 神保 健家族講演会日 程

※ 申し 込みは電話。定員は先着順

住
基
ネ
ッ
ト

Q
&
A

Q
住
基
ネ
ッ
ト
に
登
録
さ
れ
る
個

人
愉
報
は
『
住
躋
・
氏
名
・
性

別
‘
'
生
年
月
日
・
住
民
票
コ
ー
ド
・

こ
れ
ら
の
変
更
情
報
』
の
6
つ
の
傭

報
だ
け
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

S
t
K
民
の
佃
λ
惰
一
囎
を
勝
手
に
利

用
さ
れ
て
い
い
の
で
し
よ
4
'
か
。
ま

た
。
‘
国
が
個
人
愉
報
を
利
用
す
る
対

象
事
務
が
旃
に
も
増
え
ま
し
た
。
国

が
勝
手
に
庫
め
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
`

A
住
基
ネ
ッ
ト
と
は
、
簡
単
に
い

う
と
、
電
f
情
報
で
本
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
(
特
定
)
す
る
し
く

み
で
す
。

従
来
は
、
国
民
の
側
が
住
民
票
を

添
付
す
る
こ
と
で
身
元
を
証
明
し
て

き
ま
し
た
が
。
公
的
機
関
の
側
が
電
'
r

愉
報
と
し
て
個
人
を
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
住
基
ネ

ッ
ト
に
提
供
さ
れ
る
住
所
な
ど
の
6

つ
の
情
報
を
本
人
確
認
情
報
と
呼
ぶ

の
は
こ
の
た
め
で
す
。

国
な
ど
の
公
的
機
関
は
、
こ
の
住

基
ネ
ッ
ト
上
の
本
人
確
認
情
報
を
1

件
に
付
き
1
0円
の
手
数
料
を
都
に
支

払
っ
て
利
用
す
る
の
で
、
国
民
は
従

来
の
よ
う
に
お
金
と
時
間
を
か
け
て

住
民
票
を
取
り
、
自
ら
を
証
明
し
な

く
て
も
い
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

『
国
が
利
坿
す
る
』
と
言
う
言
葉
か

ら
、「
国
が
勝
手
に
、
圃
の
都
合
で
個

人
情
報
を
悪
川
す
る
」
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
を
持
た
れ
が
ち
で
す
が
。
「
国

は
、
―
件
あ
た
り
の
手
数
科
を
支
払

い
、
事
務
簡
素
化
の
た
め
、
住
基
ネ

ッ
ト
の
情
報
に
よ
り
本
人
確
認
を
す

る
」
だ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
法
律

で
認
め
ら
れ
た
事
務
に
限
り
ま
す

し
、
民
間
の
利
用
は
法
律
で
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
法
改
正
で
、
国
・
都
の
事

務
の
中
で
、
新
た
に
1
7
1事務
が
追
加

さ
れ
、
刪
事
務
で
畦
基
ネ
ッ
ト
が
利

用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
が
行
わ
れ
る
と
、
パ
ス
ボ
L
卜
申

請
、
自
動
車
の
登
録
、
年
金
の
新
規

申
繭
、
そ
の
衂
多
く
の
国
家
免
肝
の

申
請
な
ど
で
住
民
粟
の
添
付
が
不
要

に
な
り
ま
す
。

※
6
月
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
申
誚
に
、

住
民
票
が
い
ら
な
く
な
り
ま
し
た

○
お
岡
い
合
わ
せ
は
、
住
民
記
録
係
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あだち区民環境フェア
2003水あ び て、光 あ びて 、

エコライフ 6 月28 日(土)・29 日(日)

午前10時～午後4 時

ギャラクシティ・

こども科学館
( 西新井駅東口下車徒歩3 分)
駐車刈の台数には制限があります。公共交通機関の利川を

お願いします

入場料= 無料 主催・問先= あだ ち区民環
境フェ ア実行委員会( 事務局・水と緑の課

事業推進) 　3838- 8126

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
水
あ
び
て
、
光
あ
び
て
、
エ
コ
ーフ
イ

フ
」。
現
在
注
目
を
浴
び
て
い
る
雨
水
利
用
の
問
題
や
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

区
内
の
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
や
行
政
機

関
な
ど
、
多
く
の
方
か
展
示
や
発
表
な
ど
を
行
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
楽
し
め
る
企
画
を
た
く
さ

ん
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲ パソコンで環境クイズに挑戦

(昨年の様子)

児
童
に
よ
る
発
表

(昨
年
の
様
子
)

自
然
の
素
材
を
使
っ
た
工

作
教
室
(
昨
年
の
様
子
)

① 中庭( 展示・実演など)
● 足立「萌えぎ」の会
「自 然と共存」 七夕飾り作りほか

● ソーラー-の足立を甘xぎす市民の会
『雨 水をもっと 毒胴lしよう』

● 足立異菓佃旡紊会共同受i l グループ
r小憩 甎水貯留犧( あだち雨タンク) 　

耆 遇|
● A ふらんき
(自 ●磚I z ) 清掃・整備実演」

「リサイクルセッケンの飯売」
『無蚕加作りた てパンの販疉|
( 花鉢a) 優布」( 29日! a み)

● f o 矚鑞文化交流1 ツト
「・ 壁● 覿z 」精神と共に・・・」
佃 日a み)

● あ5 か わ市民会議/ 本木ワンド 目然
の会
「j l l l で 道ぽう」

● 日本バト ンリンク協議会
「エコ遊学ゼミ～自然と遨ぼう～」

● 区・綾の協力員/ 区・まちづくり課
「水・光 一縁2s3 花 一木の実ワーク
スペース」 自然の 素材を使った工作

教室ほが
● あたちリサイク」し協会/ 区・リ吋イ

クル推進課

rncsd01t ● マイパッグ」

● 区民環境フヌーラム/ 区・環境皹
「ダイエットノート、雨水・太轜光利
用で地球温謳化防止を! 」

● 1 宅用太陽光発電システムメ・一カー
「住宅用太羅光発電システム膕示ゐよ
ー 会」

● 環境クイズラリー
「全問正解に挑戦! 」

② イベント ホール( 展 示・発表など)

● 足立鑞瓏ネットちえのわ
「エネルギー使い放題= 重かさ? 」

● 生活クフフ生温52 竹支部
「廃會s はりっぱな資源です」

● ⊃- ブとうきょう
「大気の汚れを綢ぺてみよう」
● 足立の川を考える会
「毛長川の変遷」
● 足立区女性a 体連合会

「エコタワシで地球は元気!
捨てる前、チョット ひと工夫」

● 足立区の新しい環境生活 を譛雀する会
「コ マメに暮らし て、雀エネ・節水・
縁化につと めよう」

● 足立・自然にふれあう会
「自然に学ぼう」
● 日本バト ンリンク協馗会
「工⊃遊学ゼミ四季の生き物シリー　
ズ～野鳥ひ5死恥z嶌雑庫まで～」

・ 崑田みつゑ氏
「日本初の公言は東武縁沿線なら始ま　
った～田中正迭と地元民の戦い～」

● 千寿常東小学校
「私たちの 荒川について屍べよう」

● 環境フェア実行委員会
「足立区の ● 甘対策への要望」

発 表 会

● 「エネルギーダイエット」
区職員
3日、午硬1胯～1時3) 分
● r あだち再生薑の曝懾譜座に参加して
(雀エネ実践)」
一級建築士 吉原芳枝氏
笘日午後1時a) 分～2時
● 「工⊃迦学自然体験ゼミ～近場の公圃　
は自然がいっぱい亅
日本バトンリンク呱遑会
28日、午後2畸～2時a) 分
● ( コミaχ 1)くえ」
足立柬清掃事務所皿員
3日、午後2畤3) 分～3時

●「グリーンプ囗シェフ 活ヽ動」
平田裕之氏(グリーンプロジェクト代
蠢)
29日、午前1( 坿瓠x) 分～11時

●「住宅用太陽光発竃システムについ
てj ( 図1)
太陽光発亀システム取扱業者
29日、午前11畤～11畤3) 分

● ( 花゙むすび・花手形^ について亅
通園通学路花むすぴネットワーク
29日、午前11時3) 分～正午

③3 階研修室( 講演会など)
● 足立区雨水貯留槽助成 舍制度スタ ート 記念講演会
「天の水、雨水を知ろう! 」
世界の雨水博士 村瀬脈氏
路地尊研究 会代表 徳永楊男氏

28日、午前1( 聘15分～午後o時15分
● 講 演 会
「森と 人との飼わり」

東京大学名誉歓授 筒井迪夫氏
3日、午後1時a) 分～3時匐分

● 間伐材を使った裂品の 展示
3・29日、午前1( 濳寺～午後4畤

※ 都合により 、内容が変 わることがあります

住宅用太陽光発電システムの仕組み
太陽光発電した電気を自分で使えるだけでなく、

余った電気を電力会社に販売することができます。

胃先= 環境熏調整儡 　・B80- 5935

図1　住宅用太陽光発電システムの仕組み

( i汰 掲電池モジュール 太陽光エネルギーを電気に変換します( Zy

り ーコンディショナ 発電した電力を変換。システムの粁理

もします

③屋内分竃盤 電力を住宅内に分配します

④電力メーター 売電と賈電を計算するメーターです

環境保全活動を
助成します

● 蝕会や啓発1 凛に心 饗な活動黼費の半緬を助成してい ま

す 助成を受けたい団休の方は 扣鹸してください 対 ● = 環境

傑全活動をしており、圦内在住者を主体とする5 人以 上の団 体
(営利を目的としないなど、助成麥網に沿っていること) 勣成

圜度翻 一年間|( Xl ( X111 胃先- 水と緑の課事業推進
筮冨- 812S

お得な制度があります
～ 環境のために

設置し ません か～

□ 戝宅用太陽光発電システム 〔図1 〕融費あっせん
太陽光兄電システムは太購光を利用するクり一ンなシステム

で、地球a 鑁齔の防|廴にも一夜買います

区では、設覦費用からNEF( 新エネルギー財|蔔 の補助金
を障いた額を撒賁あっせんし、利子・信用保証料の全額を区が

負担します
・ 住宅用小型雨水貯留襴購入輿柵劭
雨水の有効利用を促進するため 住宅に小型雨水貯留櫓を驫

禪する方に、xi ( xxl l l を限度として設繼費用の2 分の1 を補助
します

- いずれも 一
申・闘先= 環境凛肖 整偈 　38Ex) - s ・5

大気をきれいにするために
ご協力お願いします

- 大気汚染監視室測定結果-

14年度、区内の3 監視室の大気汚染測定結果は表1 のとおり

です。
二宅鳥の火山性ガスの影響で、二酸化 硫黄は癡度が高めのと

きもありましたが、年間の評価では全ての監視室で環境基準を

達成しています
また、二酸化窒 素の年間辞価は11 年度以東、3 監視

室とも卵境基準を達成しています
デ ィーゼル 寧の排出ガスなど が原閃の浮 遊飩f 状物
質繻、年々平均餤は縅少していますが 富鱸番視童で環

境基準を達成できませんでした 根ま10月からディーゼ
ル搴排出ガス胆制を開始し 改曹を図る予定です

オキシダントは、爾崎 基申を遷皮できない欷況丿嵎戞呷
以E 続き、残念ながら改善傾向はみられません

14年度、足之K を穴む区域の光化学スモッグ注意報発
令は10 回で前年より多く 初めて被客の報告もありまし

た
都内の大気汚染の大きな原閃は自動車排出ガスです

皆さんも できるだけ卓の使用を控えて電申・パスを利
用するなど ご甘力をお願いし ます 胃先= 壥境凛凋

脊係 　3880 ―511) ㈹

表1　14 年度大気汚染監視重測定結果( 年度平均値)

※ 殲境基準岬価( 農期的) のo は基準を達成したことx は菲遷咸です
※ 浮濳粒子状初賢の長捧洽寸環境基準岬価では、基零を鰮える日平均値が2　
日連続して灘定された場合は非違疣とします。宮覃勵34 月に2 巳筒連続し
ました
※ オキシダントは1 略脣値が0( axx ・を籬えると車墳基準舁直感冫'なります

募
集
し
ま
す

徴
収
嘱
託
員

対
象
―
区
内
在
住
の
方

助
務
内
容
1

主
に
戸
別
訪
問
に
よ
る
国
民
健
康

保
険
料
・
介
掲
保
険
科
の
集
金

勤

務
条
件
1
月
1
8日
勤
務
(
休
日
、
夜

間
も
含
む
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
)

雇
用
期
間
1
8

月
I
H

～
1
6年
7
月
3
1

日

※
更
新
可

募
集
人
員
=
若

干
名

給
与
―
基
本
給
(
日
額
5
千

釘
円
)

十
能
率
給

※
昨
年
度
の
手

取
り
実
績
平
均
額
-
1
5
万
9
f

円

申
込
=
自
筆
履
歴
占
と
作
文
『
我
が

家
の
健
康
法
』
(沺
字
程
度
)
を
持
参

君
考
方
法
―
喬
類
審
査
お
よ
び
面
接

期
限
n
6

月
3
日

申
・
問
先
―
こ

く
ほ
年
金
鑠
納
付
柵
談
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
3

貸
付
金
な
ど
徴
収
嘱

託
員
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
採
用
予
定
日
現
在
匐
畿
か
ら

郤
歳
未
満
で
、
自
転
申
に
東
れ

滞

納
金
徴
収
事
務
に
意
欲
の
あ
る
K
内

在
住
の
力

勤
務
内
容
=
貸
付
金
や

滞
納
保
育
科
の
債
権
を
訪
問
徴
収

勣
稿
時
間
―
週
5
日
(
I
遇
匐
時
間
)

雇
用
期
間
=
8

月
I
H
～
1
6年
3
月
3
1

日
(
成
績
考
慮
の
k
、
年
度
で
4

回
ま
で
更
新
吋
)

募
集
人
員
u
若

干
名

報
酬
=
基
本
給
(
月
額
1
5万

円
)
+

能
率
給

採
用
予
定
日
n
8

月
1
日

申
込
―
自
筆
履
雁
碆
(
写

良
添
付
)
と
0
字
程
度
の
作
文
(
税

金
と
私
)
を
福
祉
管
理
艨
に
持
参

そ
の
他
条
件
1
足
立
K
貸
付
金
等
徽

収
刷
託
員
設
置
要
綱
に
よ
る
期
限

1
6
月
s
日
申
・
問
先
―
福
祉
管

理
課
調
整(

3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

区

立
保
育

園
臨

時
職

員

等
登
録
者

内
容
1
保
育
園
の
保
介
、用
務
、調

興
業
務
勤
務
時
間
・
報
酬
=
▽
欠

員
パ
ー
ト
…
T
前
8
時
匐
分
～
午
後

5
時
1
5
分
の
間
で
6
時
間
以
内
、時

給
沺
円
▽
特
例
保
育
…
午
前
7
時

S
分～
即
時
、
お
よ
び
午
後
4
畤～

6
時
匐
分
の
川
で
2～
4
時
間
、
時

給
叨
円

※
を
郎
後
、
欠
員
が
あ
り

次
節
迷
絡

申
込
=
心
話
(
随
時
募

集
)

申
・
問
先
―
保
肯
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
2

登
録
調
査
員

1
5年
住
宅
・
土
地
統
計
飼
査
な
ど

の
統
計
調
査
に
従
事
す
る
金
録
貫
査

貫
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
=
履
歴

書
(
写
爽
2
枚
添
付
)
を
持
参

期

限
=
6

月
蹈
H

申
'
問
先
―
統
計

係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
5
1

第
4

期
足
立
区
あ
ら

か
わ
市
民
会
議
委
員

荒
川
の
将
来
を
よ
り
良
い
も
の
に

し
て
い
く
た
め
に
、
区
民
・
学
識
経

験
者
・
行
政
(
国
・
K
)
が
協
力
し

て
、
荒
川
の
持
つ
様
々
な
魅
力
や
役

割
に
つ
い
て
知
輿
を
深
め
る
た
め
の

会
議
で
す
。
期
間
1
7
月～
1
7
年

3
月

対
象
-
1
8
歳
以
L
の
K
内
在

住
の
方

定
員
―
若
f
名

申
込
=

電
話

期
限
1
7

月
1
1
H

申
・
問

先
=
計
。肉
創
整
一
計
画

(
3
8
8
0
)
5
9
0
4

解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
象
1
月
2
回
程
度
、
土
・
凵
・
祝

日
な
ど
の
午
前
1
1
時～
午
後
1
時
、

午
後
1
時～
午
後
3
時
の
い
ず
れ
か

に
活
動
が
で
き
る
方
※
表
2
の
養

成
セ
ミ
ナ
ー
を
7
回
以
匕
修
了
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
内
容
=
来

鮹
者
へ
の
展
ボ
の
案
内
、
ミ
ニ
体
験

の
実
施
な
ど
登
録
期
間
=
1
年
　

(
再
僅
録
可
能
)
募
集
人
数
I
s

人
搾
度
(
抽
選
)
申
込
―
往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
氏
癶
電
話
番
号
、
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
」
を
明
記
期
限

=
6
月
洳
日
消
印
有
効
崎
・
申
・

問
先
=
郷
土
博
物
館
〒
s
・
0
0

0
1
大
谷
川
5
I

匐
I
I

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

表2　 養成セミナー日程等

※ ① ～③ 、 ⑤ の 時 間 は 、 午 後1 時30 分 ～4 時30 分

臨
時
で
お
休
み
し
ま
す

女
性
相
談
室

女
性
相
談
室
が
臨
時
休
案
し
ま

す
。
な
お
、
こ
の
日
に
は
相
談
の
予

約
も
休
業
し
ま
す
。
日
程
=
6

月
1
2

日
Ⅲ
・
1
3日
吻

問
先
―
男
女
参
I

プ
ラ
ザ
ヌ
性
相
破
室

(
3
8
8
0
)
5
2
2
3

都
市
農
業
公
園

舉
内
消
毒
お
よ
び
園
内
設
爾
点
検

作
業
の
た
め
。
臨
時
休
園
し
ま
す
。

休
園
に
伴
い
、
駐
中
場
や
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
園
内
黔
施
設
も
利
用
で
き
ま

せ
ん

日
程
1
6

月
S
H

哨
・
S
U

Ⅲ

問
先
l
都
巾
農
業
公
園

(
3
8
5
3
)
4
1
1
4

郷
土
博
物
館

館
内
殺
虫
捫
4
作
業
の
た
め
、
平

常
の
休
館
日
(
6
月
匐
日
)
の
ほ
か

に
一
時
休
館
を
し
ま
す
。
期
間
1

7
月
1
日
～
3
H
問
先
―
卿
上
博

物
麟

　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

新
交
通

シ
ス
テ
ム
!

日
暮
里
・
舎
人
線

駅
前
広
場
の
整
備

日
暮
塊
・
舎
人
線
で
は
、
K
内
に
9

つ
の
駅
が
で
き
ま
す
。
K
で
は
そ

の
う
ち
見
附
代
親
水
公
闘
駅
、
江
北

釈
、
高
野
取
、
足
立
小
台
駅
(
駅
名

は
全
て
仮
称
)
の
4
駅
に
駅
前
広
場

の
整
備
を
計
百
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
駅
前
広
場
は
、
日
&
S
*
`

″
人
線
と
パ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の

交
通
機
閥
を
結
び
、
乗
り
継
ぎ
を
円

潸
に
す
る
役
剤
を
持
っ
て
い
ま
す

ま
た
、
駅
前
広
場
が
で
き
る
こ
と
に

よ
り
、多
く
の
人
が
集
ま
り

商
業
・

業
務
施
設
が
皀
地
し
、
ま
ち
を
活
性

化
さ
せ
ま
す

こ
こ
で
始
発
駅
と
な
る
見
沼
代
親

水
公
園
釈
の
駅
前
広
鳩
を
紹
介
し
ま

す

駅
西
側
に
整
舉
す
る
駅
前
広
鳩

は
、
パ
ス
乗
車
塲
3
ヵ
所
、
バ
ス
降

申
場
I
力
所
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
が

あ
り
、
面
禎
は
約
2
千
加
。mで
す

K
で
は
1
2

年
度
か
ら
『
柵
巾
交

遥
懇
話
会
』
で
パ
ス
路
線
網
心
糾
計

両
を
ま
と
め
て
孝
ま
し
た
が
、
見
沼

代
親
水
公
園
家
か
ら
は
、
草
加
駅
、

鳩
ヶ
谷
釈

南
鳩
ヶ
谷
釈
、
竹
ノ
塚

駅
を
結
ぶ
4
つ
の
バ
ス
路
線
の
新
設

が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す

ま
た
、
釈
前
広
増
の
南
闘
に
は
自

転
車
駐
嗔
場
奮
罎
般
F
定
で
す

駅

前
広
場
が
整
働
さ
れ
る
ま
で
は
i

地
(
舎
人

ツ
檎
)
と
日
暮
一
家
、

竹
ノ
塚
駅
と
を
帖
ぶ
バ
ス
路
線
の
転

凹
広
増
と
し
て
町
効
活
用
を
図
っ
て

い
ま
す

問
先
1
日
暮
川
・
舎
人
線
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
7
1
8

▲ 見沼代噴水公園駅駅前広場 イメージ図
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは
6 月11 日
から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話

番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡
例

◆ 申込・・・ 申し込み方法
◆ 期限・・・申し込み期限
◆
場・申・問先・・・場所・
申し込み先 ・問い合わせ先

● 費用の記載のないものは無料

国
民
健
康
保
険
の

保
険
料
が
決
ま
り
ま
す

1
5年
度
住
民
税
の
確
定
に
伴
い
、

今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
が
決
ま

芍
ま
す
。
決
ま
内
容
を
わ
か
り
や
す

く
す
る
た
め
。
昨
年
度
か
ら
年
―
回
6

月
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

決
定
通
知
1
と
6
月
～
1
0
月
納
期

分
納
付
書
お
よ
び
一
括
払
込
川
(
6

月
～
3
月
分
全
納
用
)
納
付
書
を
6

月
1
8日
に
送
付
し
ま
す
。
口
座
振
智

の
方
は
6
月
匐
日
が
第
1
回
目
の
引

落
日
に
な
り
ま
す
。1
5年
度
住
民
税

が
確
定
し
て
い
な
い
方
(
申
告
が
遅

れ
て
い
る
増
合
な
ど
)
は
、
均
等
剤

額
(
基
本
料
金
)
の
み
で
計
算
し
て

い
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
今
年
虞
住

民
税
が
確
定
し
た
時
点
で

、
正
し
い

保
険
料
に
変
吏
し
た
納
人
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。
問
先
=
こ
く
ほ
年

金
鰈
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

国

民
健

康
保

険

高

齢

受

給
者
証
が
8
月
1
日
か

ら
新
し
く
な
り
ま
す

□
羣
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
　
8

月
I
U
か
ら
使
用
で
き
る
新
し

い
高
齢
受
給
者
証
を
7
月
下
句
に
郵

送
し
ま
す
。1
5年
度
住
民
税
の
課
税

所
得
に
基
づ
氛

医
療
機
関
で
の
負

柤
割
合
を
決
定
し
ま
す
。
届
き
ま
し

た
ら
。
氏
名
・
生
年
月
日
な
ど
の
記

載
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
=
以
下
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

す
方
に
交
付
▽
昭
和
7
年
1
0
月
1

日
以
降
に
生
ま
れ
た
7
0
歳
以
E
の
方

▽
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い

な
い
方
▽
区
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
有
効
期
間
=
8

月
1
日
～
1
6
年
7
月
3
1
日

麼
負
担
割
合
の
決
定

判
定
対
象
=
同
一
蹶
帯
内
で
以
ド
の

条
件
に
該
当
す
る
方
の
所
得
で
判
定

▽
7
0
a以
上
の
岡
民
健
康
保
険
被
保

険
者

▽
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受

け
て
い
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

病
院
で
の
負
担
割
合
=
▽
1
割
…
対

象
者
の
1
5年
度
住
民
税
の
課
税
所
得

が
副
万
円
未
満
の
場
合

▽
2
割
…

対
象
者
の
中
に
1
5年
度
住
民
税
の
課

税
所
得
が
剛一
万
円
以
k
の
方
が
い
る

場
合

た
だ
し
、
以
下
の
鳩
合
は
1

割
(
申
請
が
必
要
で
す
)
・
r①
対
象

者
が
1
人
で
1
4
年
中
の
総
収
人
が

茹
万
円
未
満
の
世
帯

②
対
象
者
が
2

人
以
h
で
1
4
年
中
の
総
収
人
が
9

万
円
未
満
の
世
帯

※
申
請
可
能

な
嘸
帯
に
は
7
月
E
旬
に
申
誚
書
類

を
送
付
し
ま
す
8

月
以
降
に
司
歳

に
な
る
方
は
誕
生
月
の
下
句
に
高
齢

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す

I

い
ず
れ
も
ト
ト

問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦
鑠
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

介
護
保
険
訪
問
介
護
利

用
者
負
担
減
額
の
更
新

減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
6
月

洳
日
で
す
。
引
翕
続
き
訪
問
介
護
を

利
用
す
る
方
は
、
6
月
初
句
に
発
送

し
た
更
新
申
甜
書
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

訪
問
介
護
を
利
用
し
て
い
る
方

(負
担
者
番
吁
の
先
頭
が
5
6で
始
ま

る
方
)
の
自
己
負
担
が
3
%
か
ら
6
%

に
な
り
ま
す
。
※
生
計
中
心
者

の
1
4年
中
の
所
得
判
定
(
所
得
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
該
当
)
で
、

該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

申
・
間
先
=
介
護
保
険
課
保
険
給
付

係

　
(
3
8
8
0
)
5
7
4
3

休
日
納
税
・
納
付
相
談

「
K
・
都
民
税
」
「
国
民
健
康
保
険

料
」
「
介
苒
保
険
料
」
の
休
日
納
税
・

納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。
日
時
=

6
月
2
2
日
H
、
乍
前
9
時
～
午
後
4

時

場
所
=
区
役
所

問
先
=
納
税

第
一
・
第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

・
7

こ
く
ほ
年
金
攤
納
付
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
3

介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

国
民
年
金
の
年
金
額

が
改
定
さ
れ
ま
し
た

年
金
額
は
、
4
月
分
か
ら
改
定
さ

れ
ま
し
た
(
表
1
)
。
な
お
、支
払
い

は
6
月
分
(
老
齢
福
祉
年
金
は
8
月

分
)
か
ら
、
新
し
い
金
額
に
な
り
ま

す
。
問
先
=
年
金
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
9

建
物
を
新
築
な
ど
す

る
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
区
域
で
、
建

物
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
な
ど
で
出

入
口
を
変
更
す
る
場
合
は
、
新
た
に

住
居
番
リ
(
住
所
)
奮
決
め
る
た
め

の
届
け
川
が
必
要
で
す
。
こ
の
g
け

出
が
な
い
と
、
住
民
票
の
異
動
な
ど

の
f
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。
建
築
確

認
済
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
ら
、
案

内
図
と
配
置
図
(
建
築
確
認
書

。式

の
中
に
あ
り
ま
す
)
を
用
意
し
、
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
建

物
は
そ
の
ま
ま
で
、
ア
パ
ー
ト
な
ど

建
物
の
名
称
を
変
え
た
場
合
も
届
け

出
が
必
要
で
す
。

な
お
、
住
居
友
示
板
(
緑
色
の
ア

ル
ミ
板
)
を
破
損
・
紛
失
し
て
し
ま

っ
た
方
に
は
、
窓
口
に
て
無
料
で
両

交
付
し
て
い
ま
す
。
問
先
叱
尸
籍

住
民
課
住
居
表
示

建
築
主
の
方
へ

延
床
面
積
が
I
定
規
模
以
t
の
建

築
物
を
建
て
る
と
き
は
、廃
棄
物
お

よ
び
再
利
用
対
象
物
の
保
管
鳩
所
の

確
保
と
設
置
屈
の
提
出
が
条
例
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。対
象
建

築
物
l
事
業
川
途
に
供
す
る
部
分
の

延
床
面
禎
l
m
以
上
の
建
築
物
/
小

売
業
に
つ
い
て
は
延
床
面
禎
网
m
以
t

の
建
築
物
/
住
戸
丿
戸
以
上
の
建

築
物

提
出
書
類
=
再
利
用
対
象
物

保
管
場
所
設
置
届
兼
廃
棄
物
保
粁
場

所
等
設
置
届
お
よ
び
関
係
図
面
な
ど

提
出
時
期
I
K
環
境
餓
備
指
導
薺
綱

に
基
づ
く
事
前
協
議
お
よ
び
建
築
確

認
申
請
の
前
に
提
出
。
な
お
。
提
出

前
に
必
ず
事
前
相
談
し
て
く
だ
さ
い

申
・
問
先
H
清
掃
無
業
務
係

(
3
8
8
0
)
5
3
0
2

道
路
は
正
し
く
使
い
ま
し
よ
う

道
路
は
皆
さ
ん
が
通
行
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。次
の
よ
う
な
場
合
は
、

道
路
占
川
(
使
用
)
許
。町
申
誚
ま
た

は
自
費
・
-
施
行
承
認
申
萌
に
よ
る

許
可
・
承
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

一
定
の
幕
準
に
沿
っ
て
道
路
管
理
者
(
K

な
ど
)
や
交
通
管
理
者
(
讐
察
)

が
審
査
を
行
い
ま
す
。
な
お
道
路
占

用
(
使
用
)
許
可
申
請
書
・
白
‥費
工

事
施
行
承
麗
申
請
用
紙
は
、
道
略
管

理
課
に
あ
り
ま
す
。

▽
道
路
占
用
(
使
用
)
許
可
が
必
要

な
場
合
(
占
使
用
料
が
か
か
り
ま
す
)

・
:日
よ
け
・
突
き
出
し
看
板
の
設
置

お
よ
び
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
未

許
可
の
も
の
/
瞳
築
工
事
の
と
き
の

足
場
な
ど

▽
自
費
工
事
施
行
承
認
が
必
要
な
場

合
・
:駐
車
場
な
ど
に
乗
り
入
れ
る
た

め
の
L
型
溝
、
歩
道
の
切
り
下
げ
や

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
撤
去
・
樹
木
の
移

設
な
ど
の
工
事

問
先
=
占
用
係

(
3
8
8
0
)
5
9
0
7

区
有
地
売
り
払
い
(
入
札
)

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
区
有
地
の

売
り
払
い
を
行
い
ま
す
。
物
件
は
区

が
定
め
た
価
格
以
上
で
、
最
も
高
い

価
格
で
入
札
し
た
方
に
売
却
し
ま

す
。
日
時
U
7
月
9
日
吻
、午
前
H

時

場
所
U
区
役
所

内
容
―
友
2

甲
込
=
6
月
1
0日
か
ら
配
布
さ
れ
る

案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
込
期

間
=
6

月
匐
日
～
7
月
4
日

配

布
・
申
・
問
先
=
用
地
管
財
課
用
地

(
3
8
8
0
)
5
8
4
2

2
・
2
・
2
住
宅
プ
ラ
ン

大
谷
田
五
丁
目
事
業
の
販
売

2
・
2
・
2
住
宅
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
、
一
般
定
期
借
地
権
付
き
2
階
建

て
住
宅
の
購
入
希
望
者
へ
の
現
地
説

明
会
、
購
入
登
録
受
け
付
け
を
事
業

考
が
行
い
ま
す
。

□
現
地
説
明
会

日
時
n
6
月
2
8
日
出
・
2
9
日
H
、午

前
1
0
畤
～
午
後
4
時
場
所
―
大
谷

田
5
I
`
一
※
皐
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

□
購
入
豊
録
受
け
付
け

期
間
1
6
月
匐
日
～
7
月
4
日
場

所
=
事
葉
者
事
務
所
・
現
地
説
明
会

で
も
購
入
n
録
で
き
ま
す
。
対
象
=

多
世
代
で
居
住
す
る
K
民

販
売

戸
数
=
3
戸

※
登
録
申
込
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

I

い
ず
れ
も
ト
ト
ト

問
先
=
住
宅
課
計
両
推
進

(
3
8
8
0
)
5
2
7
3

教
科
書
展
示
会

K
内
の
小
・
中
学
校
で
現
在
使
用

し
て
い
る
教
科
書
を
鰄
示
し
ま
す
。

日
時
=
6
月
匐
日
～
7
月
9
日
(
土
・

日
曜
日
を
除
く
)
、午
前
9
時
～
午
後

5
時

場
・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

表1　15 年度年金額一寛

※ 3 人目からの加算額は、1人につき76, 400円です

表2　 売り払い( 入札) を行う区有地

催
し
物
ガ
イ
ド

定員 に先着順
とあ るものは
6 月11 日

から受け 付け

の
び
の
び
王
国
の
キ
ラ
リ
ン
☆

ス
ペ
シ
ャ
ル

参
加
者
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
7
も
地
域

で
一
緒
に
遊
ん
で
友
達
に
な
ろ
う

日
時
=
7
月
1
9
日
出
、午
前
1
0
時
～

午
後
1
時

場
所
=
南
花
畑
養
護
学

校
プ
ー
ル

※
駐
瞋
場
あ
り

対
象
=

▽
参
加
者
…
小
・
中
学
生
お
よ
び

養
護
学
校
在
篇
者

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
…
中
学
生
以
上

内
容
=
「
水
で

っ
ぽ
う
で
あ
そ
ぼ
う
」「
水
匕
で
ゲ
ー

ム
大
会
」
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
遊
び

定
員
=
匐
人
(
先
着
順
)

費
用
―
勁

円
程
度
(
保
険
料
・
昼
食
代
)

持
参
=

水
着
/
水
泳
帽
'
r
/ビ
ー
チ
サ
ン

ダ
ル
/
バ
ス
タ
オ
ル
/
着
替
え
(
保

钁
者
の
方
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

数
に
よ
っ
て
プ
ー
ル
に
入
っ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
)

申
込
=

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、E
メ
ー
ル
い
ず

れ
か
で
住
所

氏
名
'

話
番
号

フ
ァ
ク
ス
番
号
、
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
学
校
名
、
学
年
、
性
別
、
障
害

の
有
無
、『
プ
ー
ル
で
水
あ
そ
び
希

望
』
を
明
記

※
1
人
以
E
の
大
人

を
含
む
家
鹸
・
グ
ル
ー
プ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

期
限
=
7
月
4
H
　
(

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
)

問

先
=

学

習

推

進

係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
7
　
　
　

咀
(
3
8
8
0
)
5
6
0
6

s
-
g
a
k
u
s
h
u
u
@
c
i
t
y
a
d
a
c
h
i
t
o
k

彡
t

塩
原
自
然
体
験
短
期
留
学

生
募
集
(
小
学
生
対
象
)

期
間
=
7
月
3
1
日
～
8
月
4
日
(
4

泊
5
日
)
対
象
―
区
内
小
学
生
3

～
5
年
生
内
容
=
町
内
名
所
旧
勝

め
ぐ
り
/
」r
峨
原
小
1
日
体
験
入
学

/
キ
ャ
ン
プ
/
虫
取
り
/
魚
つ
か
み

/
も
み
じ
谷
大
吊
橋
見
学
ほ
か
※

往
復
は
町
有
パ
ス
に
よ
る
送
迎
、民

家
に
分
か
れ
て
宿
泊
定
員
=
匐
人

程
度
(
畏
期
留
学
希
望
者
優
先
)
費

用
=
2
万
5
千
円
申
込
=
ハ
ガ
キ

に
住
所
氏
名
、性
戰
学
校
名
、

学
年
、保
護
者
氏
名
、電
話
乕
兮
、

長
期
留
学
希
望
の
有
無
を
明
記
期

限
=
6
月
S
H
消
印
有
効
嘸
先
=

ヒ
塩
原
小
学
校
山
村
留
学
協
力
会
　

「短
期
留
学
受
付
係
」〒
`
一
・
2
9

2
3
栃
木
県
那
須
郡
塩
原
町
大
字
上

塲
原
5
8
1
3

問
先
=
E
壇
M
小
学

校
山
村
留
学
協
力
会

0
2
8
7
(
3
2
)
2
9
0
9

ま
た
は
区
・
学
務
課
校
外
施
設
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

◆ 竹の塚駅前公衆便所( 竹の塚六丁目) の使用を制限し ます　 汚水ポンプ改修工事のため、工事期間中は 使用できません。 期間=6 月13日～7 月上旬 問先=
公園事業係 　3880- 5919
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友
好
自
治
体
小
出
町

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と

温
泉
の
旅
　
参
加
者
募
集

日
時
u
7
月
1
9
日
～
匐
日
集
合
=

7
月
1
9日
、
正
午
、
区
役
所
1
階
K

民
ロ
ビ
ー

内
容
=

『
響
き
の
森
ジ

ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
/
温
泉
宿

泊
/
響
き
の
森
公
園
祭
り

対
象
=

区
民
交
流
協
会
会
員
、区
民
(
一
般
・

中
学
生
以
下
)

定
員
=
4
0
人
(
抽

選
)

費
用
(
保
険
代
含
む
)
=
▽
区

民
交
漉
協
会
会
員
:
i
万
4
千
円

▽
‘
般
:
i
万
5
千
円

▽
中
学
生

以
下
・
:
1万
1
千
円

※
当
選
者
に

は
後
日
、
振
込
用
紙
を
送
付

申
込
=

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
者
全
員
の
氏

名
、
年
齢

住
所
、
電
話
番
号
、
会

員
こ

般
・
中
学
生
以
下
の
別

「
小

出
ジ
ャ
ズ
と
温
泉
の
旅
」
を
明
記

※
ハ
ガ
キ
ー
枚
で
4
人
ま
で
申
し
込

み
可

返
信
ハ
ガ
キ
の
表
に
代
表
者

の
住
所
、
氏
名
を
必
ず
明
記
し
て
く

だ
さ
い

笊
複
申
し
込
み
は
無
効

期
限
=
6
月
匐
日
必
着

問
先
=
K

民
交
漉
協
会
(
経
済
観
光
課
内
)
〒
a

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

　
(
3
8
8
0
)
5
7
2
0

B
E
S
T

☆
D
R
E
A
M

～
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る

日
ま
で
～

日
時
=
6
月
2
1
日
出
、午
後
2
時
～

3
畤
匐
分

内
容
=
地
城
の
齊
年
が

企
両
・
制
作
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
地
城

の
小
学
生
が
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
ま
す

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問

先
U
千
住
児
嗷
館

(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

障
害
の
あ
る
f
も
な
い
で
も
、
大

人
も
'
rど
も
も
。
緒
に
遊
ぼ
う
。

日
時
n
6
月
2
8日
出
、
午
後
1
時
匐

分

対
象
n
幼
児
y
人
人

※
幼
児

は
保
钁
者
同
伴

内
容
=
カ
エ
ル
を

作
っ
て
歌
遊
び

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

場
・
問
先
―
西
保
木
間
児

彖
館

　
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

デ
イ
キ
ャ
ン
プ

夏
を
み
ん
な
で
楽
し
も
う
日

時
=
7
月
笳
日
出
、
午
後
3
畤～
8

時
匐
分

場
所
n
元
渕
江
公
園

対

象
=
小
学
生
以
k

※
小
学
1
年
生

は
、
原
則
と
し
て
保
護
者
同
伴

費

用
=
沺
円
(
夕
食
代
)

申
込
=
窓
口

※
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
は
、「
ど
ん

な
キ
ャ
ン
プ
に
し
よ
う
会
」
(
6月
2
1

日
)
と
、
キ
ャ
ン
プ
事
前
準
備
会

(
7
月
1
9日
・
2
3日
)
へ
の
参
加
が

必
要
で
す

期
限
=
6

月
汾
日

申
・
問
先
=
西
保
木
間
児
童
舶

(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

子
ど
も
会
育
成
者
セ
ミ
ナ
ー

f
ど
も
た
ち
が
の
ぴ
の
び
と
育
つ

こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
会
を
め
ざ

し
、
今
、
大
人
が
で
き
る
こ
と
を
と

も
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
時
=
6

月
2
9日
叫

午
前
9
時
匐
分
～

午
後
O
時
匐
分

場
所
=
区
役
所
庁

舎
ホ
ー
ル

対
象
=
z
rど
も
会
活
動

に
携
わ
っ
て
い
る
方
/
こ
れ
か
ら
携

わ
る
方
/
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

内
容
I
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
/
グ
ル
ー
プ

討
銭
ほ
か

定
員
=
沺
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

期
限
=
6
月
割
日

申
・
問
先
0
青
少
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

青
少
年
指
導
者
講
座

青
少
年
の
上
級
救
命
講
習
会

日
時
n
6
月
2
8
日
倒
、午
前
9
時
～

午
後
5
時

対
象
=
青
少
年
の
指
導

者
を
め
ざ
す
方
・
関
心
の
あ
る
方

※
1
6歳
以
h
2
9歳
以
下
の
方
優
先

定
員
=
匐
人
(
抽
選
)
費
用
=
2
千

知
円
(
教
材
費
)
申
込
=
往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所
、氏
″
訂
、年
齢
、電
話
番

号
と
普
通
・
L
綴
救
命
講
習
会
認
定

証
の
有
無
を
必
ず
明
記
期
限
=
6

月
s
凵
必
着
申
・
問
先
=
青
少
年

セ
ン
タ
ー
〒
s
・
0
8
4
1
西
新

井
―
-
4
-
1
7

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

郷
土
博
物
館
の
浮
世
絵

～
江
戸
美
人
面
の
世
界
～

毎
年
恒
例
の
郷
土
博
物
館
収
蔵
浮

世
絵
展
示
で
す
。今
回
は
、江
戸
開

府
初
年
を
記
念
し
た
企
画
で
す
。

期
間
=
6
月
s
H
～
7
月
2
1
日
(
月

曜
日
休
館
、た
だ
し
7
月
1
凵
～
3

H
は
消
毒
の
た
め
臨
時
休
館
、
7
月

2
1
日
は
開
館
し
、翌
2
2
日
が
休
館
)

※
7
月
7
日
に
艇
示
作
品
を
入
れ
替

え
ま
す
内
容
―
江
戸
時
代
の
女
性

を
描
い
た
浮
孰
絵
、前
後
期
合
わ
せ

て
約
7
0
点
入
館
料
=
大
人
釖
円

小
中
学
生
劭
円
・
聞
体
(
s
人
以
h
)

寥
額

※
K
内
在
住
・
在
勤
で
7
0歳

以
ヒ
の
方
、
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
お
よ
び
介
護
の
方
I
人
は
無

料
、区
内
小
中
学
生
は
入
館
料
免
除
、

毎
月
第
2
上
曜
日
は
無
料
公
闘
日

場
・
問
先
=
郷
上
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

夏
季
区
民
教
養
講
座

日
時
=
7
月
1
3日
叫

午
後
1
畤
匐

分

場
所
=
丹
少
年
セ
ン
タ
ー

内

容
=
江
戸
の
三
奉
行

※
先
着
7
0人

に
資
料
配
布

講
師
=
所
理
喜
夫
氏

(駒
沢
大
学
名
誉
教
授
)

申
込
=

肖
日
直
接
会
鳩
へ

問
先
=
郷
上
博

物
館

　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

夏
花
品
評
会

K
内
花
き
農
家
が
栽
培
し
た
夏
菊

や
ユ
リ
な
ど
約
同
点
を
展

。ポ
し
ま

す
。
ま
た
、
展
示
品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
販
売
も
行
い
ま
す
。

翻
展
示

日
時
U
6
月
1
1
日
叫
午
後
1
時～

5
時
/
1
2
日
唄
午
前
8
時
匐
分～

£
午

場
所
O
K
役
所
-
階
K
民
口

ビ
ー

秦
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売

日
時
=
6
月
1
2日
唄

午
後
2
時
洳

分

場
所
=
5
S
役
所
正
面
広
場

T
人
1
点
の
み
)

※
状
況
に
よ

り
整
理
券
配
布

-

い
ず
れ
も
ト
ト

間
先
U
農
産
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
6

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
セ
ラ
ピ
ー

講
座

素
直
な
気
持
ち
を
語
り
合
え
ば
友

人
と
の
関
係
も
変
わ
る
は
ず
で
す
。

日
時
=
7
月
5
日
～
8
月
2
日
の
毎

週
土
曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午
(
全

5
回
)

婦
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

対
象
=
K
内
在
住
・
在
鋤
の
女
性

内
容
=
テ
ー
マ

「
友
だ
ち
」
に
つ
い

て
語
り
合
う

定
員
=
1
5人
(
先
着

順
)

申
込
=
フ
ァ
ク
ス

申
先
=

生
田

叫
(
3
8
5
5
)
0
1
6
3

問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

日
時
=
6
月
2
2
日
嗣
午
後
1
畤
匐

分
～
4
時
内
容
=
あ
な
た
に
も
で

き
る
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
彰
一
づ

く
り
/
簡
易
容
器
を
使
っ
て
の
実
践

講
師
=
蓮
沼
浩
子
氏
(
生
ご
み
リ
サ

イ
ク
ル
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)

定

員
=
3
5人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
八

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、「
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
講

座
希
望
」
を
明
紀

期
限
H
6
月
1
5

日
消
印
有
効

申
・
問
先
=
あ
だ
ち

冉
生
餡

〒
S
・
0
0
1
1

巾
臾
本

町
2
-
9
1
1
(

月
曜
休
館
)

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

て
る
丸
くん

通
信
第
3

回

「
千
住
の
花
火
」は
姿
を
消
し
ま
し

た
が
、匐
年
後
の
昭
和
M
年
。「
足
立

の
花
火
」
と
し
て
復
活
し
ま
し
た
。

8
月
1
1日
の
午
後
7
時
5
分
に
始

ま
り
、
匐
万
人
以
上
の
観
客
が
見
L

げ
る
荒
川
の
夜
空
に
は
3
予
知
発
の

大
輪
が
花
を
咲
か
せ
た
の
で
し
た
。

現
在
で
は
住
宅
が
密
集
し
。
大
玉

を
打
ち
h
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
や
a
楽
に
合
わ
せ

た
打
ち
上
げ
花
火
な
ど
、
一
段
と
豪

華
な
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

大
会
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、警
察
・

消
防
そ
の
他
民
間
団
体
の
方
。
そ
し

て
花
火
を
愛
す
る
皆
さ
ん
の
協
力
が

必
要
で
す
。

K
民
の
皆
さ
ん
が
期
待
す
る
中
で

枚
活
し
た
花
火
大
会
を
い
つ
ま
で
も

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
K
・
眼
光
協
会
(
経
済
観
光

課
内
)
　
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

て
る
丸
ぐ
ん
か
、ケ
の
お
願
い

昨
年

ジ
ョ
ギ
ン
グ
中
の
方
や
子

ど
も
が
「
場
所
と
り
」
用
の
く
い
や

テ
ー
プ
に
足
を
取
ら
れ
て
け
が
を
し

ま
し
た
。

皆
さ
ん
が

楽
し
め
る
花

2づ丶
i

火
大
会
に
す

る

た

め

に

{場

所

恚

り
}

は
遠

慮

レ
て
ぐ
だ
さ

い
。

く
い
や
テ
ー
プ
で

の
場
所
取
り
は
大

変
危
険
で
す

注意してください

K の職員を装 った者が、「ご みのこ

とについて話があります」と 訪問す

るヶ一 スが起き ています。

ご みの分別などの掬導で清掃 事務

所の職只が訪問 する鳩合は 、物品の

販売や金品 を要求することは ありま

せん。

不審なときは。 管轄の清掃事務所

または 清 掃課に 確認 をして くだ さ

い。 問 先= ▽ 国 道4 号線 東側およ

びf 住地城 … 足立東清掃事務所
3889- 0711

▽ 千住地域 を除く閥道4 号線西側…

足立西清掃事務所 　3853- 2141

または 滴掃 課管理係 　3880- 5301

掲
示

板

・

放
送
大

学

学

生

募
集

対

象
=

①

第
2

学
期

学

部

生

・
大

学

院

修
士

科

目

生
:
i

科

目

か

ら
学

べ

ま

す

※

入

学
試

験
な

し

②
1
6

年

度

大

学
院

修

士

全
科

生
・・・
修
士
(

学

術
)

の
学

位

取

得

※

選

考

あ
り

費
用
=
入
学
科
・
授
業
料
ほ
か
募

集
期
間
=
①
6
月
1
5
日
～
8
月
3
1
日

②
9

月
I
H

～
1
6

日

間

先

―
放
送

大

学

東
京

足

立

学
習

セ

ン

タ

ー

(
5
2
4
4
)
2
7
6
0

h
t
t
D
:
y
y
w
w
w
.
u
-
a
r
.
a
c
.
j
D
y
h
p

・

区

民

ボ

ウ
リ

ン

グ

教

室

日

程

等

―

い
ず

れ

も

全
1
0
回

▽

フ

ジ
ボ

ー
ル
・
:
7

月
I
H

か

ら

毎

週

火

曜
(

昼
)

▽

ラ

ッ

キ

ー
レ

ー

ン

…
6

月
2
3
凵

か

ら
毎

週

月

曜
(

昼
)
/
7

月
1

日

か

ら
毎

週

火

曜
(
夜
)

▽

マ

ル

ア

イ

ポ
ウ

リ

ン

グ

…
7

月
2

日

か

ら
毎

週

水

曜
(

昼
・
夜
)

費

用
=
1

回
千

沺

円

・
高

校

生

以

ド

ー
回

魴

円
　
(

教

本

、
貸
靴

代

別
)

申
・
問

先
=

足
立

区

ボ

ウ
リ

ン

グ

連

盟

・
釘

本

`
″
(
3
8
8
2
)
1
9
0
1

4
車

高

年

再

就
職

面

接

会

へ

の
参

加

企

業
募

集

日

程
n
7

月
1
5

日
脚

・
1
6
日
伽

※

い

ず
れ

も

午

後

場

所
=

都
立

産

業

貿

易
セ

ン

タ

ー
浜

松

町

館

対

象
=

お

お
む

ね
4
0

歳
以
L

の

方

を

都
内

で

採

用
予

定

の
企

業

募

集
企

業

数
0

間
社

期

限
=
6

月
加

日

申

・
岡

先
=
都
・
産
業
労
働
局
就
案
推
進
課

(
5
3
2
0
)
4
6
6
2

・

第
1
5
8回東
京
都
都
市
計
画
霽
議
会

日
時
=
7
月
洳
日
附
、午
後
1
時
匐

分

場
所
=
都
庁
会
議
室

定
員
=
1
5

人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
7
月
H
H
必
着

申
・
問
先
=

〒
勁
・
8
0
0
1

鄒
・
都
市
計
画

局
都
市
計
画
課

(
5
3
8
8
)
3
2
2
5

・

第
1
0図
薬
草
勉
強
会

日
時
=
6
月
2
2日
糾
、
午
前
8
時
匐

分
出
発

集
合
=
北
千
住
駅
西
口
千

住
二
丁
目
交
差
点
前

場
所
=
国
立

科
学
博
物
館
筑
波
実
験
植
物
園

講

師
0
平
賀
敏
夫
氏
(
明
治
薬
科
大
学

名
誉
教
授
)

定
員
=
5
0
人
(
先
着

順
)

費
用
n
▽
大
人
・
:
3千
鋤
円

▽
1
2歳
以
下
…
2
千
円

※
パ
ス

代
・
保
険
料
・
昼
食
代
な
ど
含
む

申
込
=
電
話

申
・
問
先
u
足
立
区

藁
剤
師
会

゛

(
5
8
1
3
)
8
9
3
3

蚕
知
的
陣
害
者
生
活
寮
世
話
人
募
集

対
象
n
K
内
在
住
の
方

勤
務
内
容
=

知
的
障
害
者
の
日
常
生
活
の
お
世

話

※
宿
泊
勤
務
あ
り

給
与
1
1

人
担
当
に
つ
き
8
万
5
千
円

※
4

人
ま
で
担
当
可

定
員
=
若
干
名

※
面
接
に
よ
り
選
考

申
込
―
電
話

期
限
=
6
月
匐
日

申
・
問
先
=
社

会
福
祉
法
人
あ
だ
ち
の
里
綾
瀬
ひ
ま

わ
り
圜

(
3
6
2
9
)
3
2
3
1

映 像 広報 制作だより
六町工⊃プチテラスで展開し ている「NPO

足立グリーンプロジェクト 」。エコポランティ
アの皆さんが生ゴミや雨水利用などを行い、環

境にやさしい工⊃農園で野菜などを育ててい
ます。また、キウイ棚を作り地球温暖化の防止

をしていこうと、環境への様 な々取り組みも行
っています。
今回の番組は。このエコ農園を紹介します。

ここには畑仕事を通し て広がる地域コミ ュニ
ティなど思わぬ副産物もあり、環境だけでなく
人に優しい暖かさがあります。皆さんの衣庭で

も、庭先やプランターで安心・安全な野粟を育
て、ゆとりを感じてみませんな。 《広報課》

「情報 キャ ッチ! ! 好き です。あだ ち」放送予 定
足立コミュニティチャンネル(ケーブルテレビ足立9CH)

※ 1 日3 回放送 午前9 時30分、午後O 時30分、午後9 時30分
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福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
等
解
決
委
員
会

区
長
の
附
属
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
詈
情
等
解
決
委
員
会
が
、
1
5年
3
月
に
粂
例

改
正
さ
れ
、
名
称
と
内
容
が
変
わ
り
ま
し
た
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
対
す
る
苦
情
な
ど
に
、
公
正
か
つ
中
立

な
立
場
で
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

よ

り

良
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
し
て

日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
多
く
は
対
人
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
こ
の
た
め
、
「内
容
が
悪
い
」

「
契
約
し
た
内
容
と
違
う
」
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
直
接
相
手
方
に
苦

情
を
冨
い
づ
ら
く
、
当
事
者
の
間
で

話
し
合
っ
て
も
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

区
で
は
、1
5年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、

支
援
費
支
給
制
度
(
陣
害
を
持
つ
人

が
自
ら
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、
事
業

考
と
対
等
な
立
場
で
契
約
を
結
ぶ
制

度
)
に
伴
い
、
高
齢
者
。
障
宵
者
、

児
童
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
な
ど
を

総
合
的
に
解
決
す
る
た
め
に
福
祉
サ

ー
ビ
ス
苦
情
等
解
決
委
員
会
を
設
置

し
て
、
様
々
な
苦
情
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
利
用
者
に
と
っ
て

は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
を
高

め
。
権
利
侵
害
に
対
す
る
早
期
の
防

止
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
な
ど
の
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
事
菜
者

に
と
っ
て
は
、
利
用
者
が
求
め
る
サ

ー
ビ
ス
の
把
握
や
提
供
す
る
内
容
の

検
証
が
行
え
、
そ
れ
を
通
じ
て
質
の

向
上
を
図
れ
ま
す
。

区
で
は
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化

し
、
客
観
性
、
公
平
性
を
高
め
、
安

心
し
て
利
用
で
き
る
仕
組
み
を
確
保

し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
も

安
心
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利

用
し
な
が
ら
、
安
定
し
た
生
活
を
送

っ
て
い
く
た
め
の
方
策
を
整
え
て
い

き
ま
す
。

※
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
な

ど
の
窓
口
は
表
1

福祉サービス苦情等解決委員会
委員会は区長から諮問のあった事案などについて、

区長に対して意見を述べ、=是正の勧告や内容を公表す
ることができます。現在、学識者や人権擁霞委員、民
生委員など、6人で構成されています。 ‾

※この委員会では、判決、卜裁決により確定している件や法令
などで不服申し立ての規定があるもの、情報公開・個人情
報保謨霽毒会の職務に鬨する件などは取り扱いません
間先= 高齢サービス課高齢計画 　al Ex) - 5 疆石

表1　福祉サービスに関する苦情等の受け付け

苦情対応の流れ( 概要図)

本人・家族・民生委員・施設職員など

苦情・ 受付( 表1)

対応方針の検討

確認・調査

調整

事業者

トラブル

紹介

他 機 関
法律関係者など

報 告

福 祉 サ ー ビ ス 苦 情 等

解 決 委 員 会

( 区 長 の 附 属 機 関)事情聴取

対応結果の確認
報告
意見・

勧 告

解 決

こ
ん
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か

「
新
型
肺
炎
」
S
A
R
S

□
s
A
R
s

と

は

電

症

急

性

呼

吸
器

症

候

群
(
s
A
R
s
)

は

、
世

界

各
地

で

広

が

り
を

見
せ

て

い
る

呼

吸
器

疾

患

で

。
次

の
2

つ
が

感

染

を
疑

う

症

状

で

す

。

①
3
8

度

以
L

の

急

な

発

熱

お

よ

び

咳

、
呼

吸

困

難
な

ど
の

呼

吸

器

症
状

②
1
0

日

以

内

に
s
A
R
s

阯

黔

確
認

地

域
(

患

者

が

増
え

て

い

る

地
峨
)

へ
の

渡

航

歴

が

あ
る

。
ま

た

は
1
0
H

以

内

に
s
A
R
s

患

者
と

の
接

触

が

あ

っ
た

※

最
新

情

報

は

都

・
健

康

局

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ
で

碕

紹
し

て

く

だ

さ

い

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
e
n
k
o
u
.
m
e
t
r
o
.

t
o
k
y
o
.
j
p
/
s
o
u
m
u
y
s
a
r
s
.
h
t
m
I

□
s
A
R
s

の
予

防

法

は

s
A
R
s

の
原

閃

は

。

新
型

の

コ

ロ

ナ

ウ

イ
ル

ス

で

あ

る

こ

と

が
分

か

つ
て

き

ま
し

た

が

、

今

の

と
こ

ろ

有

効

な

治

療
法

や

ワ

ク

チ
ン

は
あ

り

ま

せ

ん

。

感
染

伝

橘

地

城

へ
の

旅

行

を

控

え

、
F

洗

い
:

つ
が

い
を

よ

く

行

っ
て

く

だ
さ

い
。

□

診

察

を
受

け

る

前

に

、

事

前
の

連

絡

が
必

要

で
す

症
状

①

、

②

両
方

を
満

た

す

方

は

必

ず

。
受

診
す

る

前

に

。
医

療

機

関

か

各

保

健

総
合

セ

ン

タ
ー

に

症

状

と

渡

航

簾

を
連

絡

し

。
指
示

に

従

っ

て

か

ら

、
診

察

を

受
け

て

く

だ

さ

い

。

□

相

談

・
問

い
合

わ

せ

▽
f
H

…

各

傑

健

総

介

セ

ン

タ

ー
　
(

表
2
)

表2　 保健総合センター一貰▽
夜
間
・
休
日
・
;
祟
以
都
保
健
医
療

愉
報
セ
ン
タ
ー
(
ひ
ま
わ
り
)

(
5
2
7
2
)
0
3
0
3

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係　　3880- 5815

足 立区 で　 買 お う　 食 べ よ う　 頼 も う

地域の活力は　まちのにぎ わい から

あなたの消費が　まちのにぎわいを育てます

《 産業振興課》

備えあ れば憂いなし総合水防演習
5月2311, 区と消防庁の 合同総 合水防演習が闘

かれました。消防団やK の職員などによ る水防釧練

や、家への浸水を防ぐ、簡単な水防 の設営 方法など

の展示が行われまし た。

ヘ リコプ ターを使い、川でおぼれ

た 人を救川する訓練( 写 真右) も行

われ、参加者の表情は 真剣そのもの。

防災は、日ご ろ から の心がけ や準

糴が 大切です。 もう‥ -度、 備えが1‘

分か確 認してみましょう。

▲ すばやい連携作業で
土のうを積み上げる

▲ 水難救助訓練も
無事に終了

大

臣

と

一

緒

に

い

た

だ

き

ま

す

5
月
S
日
、
塩
川
卍
卜
郎
財
務
人
臣
が
f
寿
本
町

小
学
校
を
訪
れ
、K
の
学
校
給
食
を
視
察
し
ま
し
た
。

塩
川
大
匝
は
給
食
調
理
の
民
間
委
託
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
あ

と
、6
年
生
と

。

緒
に
給
食
を
味

わ
い
ま
し
た
。児

呶
た
ち
と
に
こ

や
か
に
話
を
し

な
が
ら
塩
川
人

匝
は
。献
立
の
友

ご
飯
と
新
じ
ゃ

が
の
そ
ぼ
ろ
点

を

「
お
い
し
い
」

と
残
さ
ず
食
べ

て
い
ま
し
た
。

大
臣
と
の
給
食
に
ち
ょ
っ
と

ド
キ
ド
キ

古紙 配合率100% 再生紙 を使用し てい ます K. F　286, 400


